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地
方
本
部
は
７
月
２
６
日
、
第
３

回
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会
を
開
催

し
、
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
職
場
状
況

な
ど
含
め
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
間
の
交
流
会
で
は
、
「
２
０
８

５
労
働
時
間
で
休
日
も
Ｊ
Ｒ
よ
り
少

な
い
」
「
年
金
と
の
関
係
で
２
８
万

上
限
で
超
勤
は
損
に
な
る
」
「
賃
金

が
２
回
支
給
さ
れ
る
が
、
手
取
り
は

１
０
万
以
下
」
な
ど
、
切
実
な
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
本
部
の

交
渉
で
会
社
は
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
制

度
に
つ
い
て
大
枠
を
変
更
す
る
考
え

は
な
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
地
方

本
部
は
、
東
日
本
本
部
交
渉
を
踏
ま

え
取
り
組
み
強
化
す
る
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

私
達
の
求
め
る
６
５
歳
定
年
制
度

は
、
安
心
し
て
定
年
ま
で
就
労
出
来

る
職
場
を
作
る
こ
と
で
す
。
引
き
続

き
本
部
、
東
本
部
、
地
方
本
部
が
連

携
し
奮
闘
し
て
行
き
ま
す
。

組

織

強

化

・

拡

大

、

労

働

条

件

改

善

の

闘

い

に

奮
闘
し
よ
う
！

再
雇
用
制
度
で
意
見
交
換
す
る

２
０
１
４
年
運
動
方
針

（
第
２
８
回
東
日
本
本
部

定
期
大
会
議
題
か
ら
引
用
）

Ｊ
Ｒ
職
場
で
は
、
旅
客
会
社
、

貨
物
会
社
問
わ
ず
地
方
も
含
め

外
注
化
・
業
務
委
託
化
が
拡
大

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
２
０
０

１
年
に
は
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
を
皮
切
り
に
、
「
２
０
０

８
今
後
の
駅
の
あ
り
か
た
」
施

策
で
は
、
出
向
社
員
を
作
り
出

し
、
さ
ら
に
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
に
み
ら
れ
る
契
約
社
員
と
い

う
不
安
定
雇
用
者
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
に
は

エ
ル
ダ
ー
制
度
の
導
入
、
２
０

１
２
年
に
は
、
「
グ
ル
ー
プ
会

社
と
一
体
と
な
っ
た
更
な
る
業

務
の
推
進
」
に
よ
り
検
修
、
構

内
業
務
が
外
注
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
Ｊ
Ｒ
会
社
の
合
理
化

施
策
に
合
わ
せ
て
、
各
系
統
別

子
会
社
の
再
編
も
進
め
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
及
び
グ
ル
ー
プ
会
社
を

見
渡
す
と
、
プ
ロ
パ
ー
社
員
、

契
約
社
員
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
雇
用

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
と
の
間
で

「
労
使
間
の
取
扱
い
に
関
す
る

協
約
」
を
締
結
し
ま
し
た
が
、

今
回
の
取
り
組
み
を
一
つ
の
突

破
口
と
し
て
、
他
グ
ル
ー
プ
会

社
に
対
し
て
も
、
労
使
関
係
の

確
立
を
め
ざ
し
取
り
組
み
を
進

め
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
し
、
職
場
環
境
や
労
働
条
件

改
善
の
闘
い
を
通
じ
て
、
国
労

へ
の
組
織
化
に
つ
な
げ
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

鉄道退職者の会が加入呼びかけ

エルダー組合員交流会に、鉄道退職者の会から関暁事務局長が

出席し加入呼びかけを行いました。会は、茨城、いわき、原ノ町

の３支部で構成され各分会単位組織になっています。

高齢化社会が強調され、社会保障の財源難が叫ばれている中、

高齢者退職者等は厳しい生活環境にさらされています。年金、医

療、介護等欠くことができない課題が制度の後退、切り捨てとさ

れはじめています。ＪＲ退職者は特に年金が低い状況にあります。

国鉄に入社時、賃金は低くても年金等がしっかりしているから

と、高い共済掛け金を支払っ

て来ました。国策としての大

量採用、大合理化は当然の結

果として国鉄共済の経営状況

悪化を生み、大幅カットされ

ました。鉄道退職者の会は、

待遇改善に向け会員の拡大を

柱に活動を強化して行きます

と訴えました。


